
宮
﨑　

本
日
の
テ
ー
マ
は
、「
変

容
す
る
働
き
方
と
所
得
区
分
の
境
界

線
」
で
す
。
私
た
ち
税
理
士
は
、
税

務
に
関
す
る
専
門
家
と
し
て
、
独
立

し
た
公
正
な
立
場
に
お
い
て
、
申
告

納
税
制
度
の
理
念
に
そ
っ
て
、
納
税

義
務
者
の
信
頼
に
応
え
、
租
税
に
関

す
る
法
令
に
規
定
さ
れ
た
納
税
義
務

の
適
正
な
実
現
を
図
る
こ
と
を
使
命

と
し
て
い
ま
す
。
自
ら
の
責
任
に
お

い
て
、
良
心
に
従
っ
て
、
正
し
い
法

解
釈
を
し
た
う
え
で
、
適
正
な
納
税

義
務
の
実
現
を
図
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て

い
る
税
理
士
は
、
租
税
法
を
正
し
く

解
釈
し
、
実
際
の
取
引
事
実
に
適
正

に
「
当
て
は
め
」
を
行
い
、
判
断
す

る
こ
と
で
、
納
税
者
か
ら
の
信
頼
に

応
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
近
年
の
社
会
経
済
環
境

の
変
化
は
著
し
く
、
租
税
法
が
立
法

さ
れ
た
当
時
に
想
定
さ
れ
て
い
な
い

事
例
が
生
ま
れ
、
当
て
は
め
を
行
う

こ
と
が
困
難
な
場
合
も
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速

な
発
展
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ

ー
の
拡
大
に
よ
り
、
例
え
ば
「
タ
イ

ミ
ー
」
等
の
ス
キ
マ
バ
イ
ト
、「
ウ

ー
バ
ー
イ
ー
ツ
」
等
の
フ
ー
ド
デ
リ

バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
動
画
配
信
活
動

に
お
け
る
投
げ
銭
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
の
販
売
等
の
新
し
い
形
態
の
取
引

が
次
々
と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
今
で
は
考
え
も
つ
か
な

い
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
引
が
発

生
し
て
く
る
中
で
、
実
務
家
と
し
て

ど
の
よ
う
に
租
税
法
を
解
釈
・
適
用

し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
こ
れ
を
今

後
私
た
ち
実
務
家
が
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
考

え
、
今
回
の
研
究
テ
ー
マ
に
し
ま
し

た
。本

研
究
で
は
、
近
年
の
社
会
経
済

環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
多
く
の
個
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変容する働き方と所得区分の境界線変容する働き方と所得区分の境界線
────スキマバイト・フードデリバリーサービス・クラウドソーシングの取扱いを中心にスキマバイト・フードデリバリーサービス・クラウドソーシングの取扱いを中心に

は
じ
め
に

宮﨑敦史会員

近年、社会経済環境の変化は著しく、租税法が立法された当時には想定されていないギグ・エコノミーや 
フリーランスといった新しい働き方が生まれ、その報酬に対する所得区分の判断に迷うケースも見られるよう
になった。そこで、TKC近畿兵庫会研究グループが、渕圭吾神戸大学大学院教授の指導のもとで本テーマ
を研究し、タックスフォーラム2025のトップバッターとして研究発表を行った。
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人
の
方
が
気
軽
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
焦
点
を
当

て
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
給
与
所
得
と

事
業
所
得
・
雑
所
得
の
区
分
が
明
確

で
は
な
く
、
判
断
に
迷
う
事
例
が
多

い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
過

去
の
判
例
等
も
含
め
、
改
め
て
判
断

基
準
を
整
理
し
、
実
際
の
取
引
事
例

に
当
て
は
め
る
こ
と
で
、
所
得
区
分

の
判
断
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば

よ
い
の
か
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を

示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
近
畿
兵
庫
会
タ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ラ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ

れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
成
果
を
、
5

名
の
会
員
が
芝
居
仕
立
て
で
発
表
し

ま
す
。
舞
台
は
大
学
院
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
（
近
畿
兵
庫
大
学
・
桑
村
ゼ
ミ
）
と

い
う
設
定
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
配
役
】

●
ゼ
ミ
担
当
教
授
役

桑
村
真
美
会
員

●
税
理
士
か
つ
社
会
人
大
学
院
生
役

岩
下
志
帆
会
員

中
井
唯
之
会
員

●
大
学
院
生
役

中
野　

徹
会
員

大
西
竜
浩
会
員

そ
れ
で
は
、
桑
村
先
生
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

近
年
誕
生
の
所
得
稼
得
形
態
が

雑
所
得
に
分
類
さ
れ
る
現
状
に
疑
問

桑
村　

い
ま
か
ら
近
畿
兵
庫
大

学
・
桑
村
ゼ
ミ
を
開
始
し
ま
す
。
昨

年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
ゼ
ミ
も

30
回
を
超
え
、
今
日
で
最
終
回
と
な

り
ま
す
。「
現
代
の
新
し
い
働
き
方

に
対
す
る
所
得
区
分
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

こ
の
研
究
の
目
的
を
岩
下
さ
ん
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

岩
下　

私
が
こ
の
テ
ー
マ
を
提
案

し
た
の
は
、
税
理
士
と
し
て
仕
事
を

し
て
い
る
中
で
、
近
年
新
し
い
所
得

稼
得
形
態
が
出
て
き
て
お
り
、
そ
れ

ら
が
雑
所
得
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、「
そ
れ
は
果
た
し
て
正

し
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い

う
疑
問
を
持
っ
た
た
め
で
し
た
。
そ

の
後
、
新
し
い
働
き
方
の
中
で
、
特

に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
ギ
グ
・
エ
コ
ノ

ミ
ー
と
い
っ
た
個
人
が
手
軽
に
で
き

る
働
き
方
に
注
力
し
て
、
租
税
法
の

条
文
解
釈
や
判
例
研
究
等
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

桑
村　

私
た
ち
が
研
究
し
て
き
た

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
先
行
研
究
が
あ
り

ま
し
た
ね
。
ど
の
よ
う
な
研
究
が
あ

り
ま
し
た
か
。

中
野　

主
な
先
行
研
究
は
次
の
三

つ
で
す
。
一
つ
目
は
、
神
戸
大
学
の

渕
圭
吾
教
授
に
よ
る
「
働
き
方
の
変

化
と
租
税
法
─
─
所
得
税
を
中
心

に
」
で
す
。
日
本
の
所
得
税
は
、
自

ら
の
所
得
税
額
を
自
分
で
算
定
す
る

事
業
所
得
者
と
、
会
社
等
が
源
泉
徴

収
・
年
末
調
整
を
行
う
給
与
所
得
者

と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。
雇
用

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
自
営
業
者
が

増
加
す
る
場
合
、
①
事
業
所
得
者
と

給
与
所
得
者
の
切
り
分
け
、
②
事
業

所
得
者
と
給
与
所
得
者
の
課
税
方
式

の
整
合
性
、
③
新
た
に
事
業
所
得
者

と
な
っ
た
者
に
お
け
る
課
税
所
得
算

定
の
困
難
性
─
─
の
三
つ
の
問
題
を

指
摘
し
て
い
ま
す
。

中
井　

二
つ
目
は
、
早
稲
田
大
学

の
渡
辺
徹
也
教
授
の
「
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
ワ
ー
カ
ー
・
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー

と
課
税
」
で
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ワ
ー
カ
ー
の
申
告
漏
れ
の
現
状
と

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
に
よ
る
源

泉
徴
収
を
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
給
与
所
得
の
判
断
基
準
で

あ
る
「
非
独
立
性
」
と
「
従
属
性
」

に
つ
い
て
、
最
近
の
下
級
審
裁
判
例

の
中
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
非

独
立
性
」
の
方
を
重
視
す
る
傾
向
が

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

と
、
企
業
内
部
で
働
く
環
境
の
変
化

が
生
じ
て
お
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
お

い
て
「
従
属
性
」
に
関
す
る
「
空
間

的
な
拘
束
」
の
現
代
的
な
意
義
が
大

き
く
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。

桑
村
「
従
属
性
」
と
「
非
独
立
性
」

は
、
今
回
大
事
な
判
断
基
準
に
な
る

の
で
、
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

で
は
三
つ
目
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
西　

同
志
社
大
学
の
倉
見
智
亮

研
究
目
的
と
先
行
研
究



教
授
の
「
ギ
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
所

得
税
制
」
で
す
。「
ギ
グ
・
ワ
ー
カ

ー
の
稼
得
し
た
収
入
が
事
業
所
得
又

は
雑
所
得
に
該
当
す
る
の
か
、
そ
れ

と
も
給
与
所
得
に
該
当
す
る
の
か
が

問
題
と
な
る
」
と
指
摘
し
、「
最
終

的
に
は
契
約
関
係
や
業
務
実
態
な
ど

を
踏
ま
え
た
個
別
具
体
的
な
判
断
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
ギ
グ
・
ワ
ー
カ
ー
の
稼
得

し
た
収
入
が
給
与
所
得
に
分
類
さ
れ

る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
必
要
経
費
控
除
の
見
直
し
を
通
じ

た
税
負
担
の
均
衡
化
」
と
ギ
グ
・
ワ

ー
カ
ー
の
稼
得
し
た
収
入
は
基
本
的

に
事
業
所
得
な
い
し
雑
所
得
に
分
類

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
ギ
グ
・
ワ
ー

カ
ー
に
よ
る
適
正
申
告
の
履
行
確
保

策
」
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
ま
す
。

桑
村　

こ
の
ギ
グ
・
ワ
ー
カ
ー
の

収
入
の
中
に
給
与
所
得
と
判
断
さ
れ

る
も
の
が
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
は
、

こ
の
研
究
と
同
じ
と
い
え
ま
す
。
ギ

グ
・
ワ
ー
カ
ー
等
の
新
し
い
働
き
方

に
つ
い
て
も
研
究
さ
れ
、
こ
の
ゼ
ミ

で
も
今
回
研
究
す
る
わ
け
で
す
ね
。

桑
村　

次
に
日
本
に
お
け
る
雇
用

の
形
態
と
働
き
方
に
つ
い
て
、
中
井

さ
ん
、
説
明
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

中
井
「
終
身
雇
用
」「
年
功
賃
金
」

「
企
業
別
労
働
組
合
」
と
い
う
三
つ

の
要
素
に
代
表
さ
れ
る
日
本
的
雇
用

慣
行
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
古
く
か
ら

の
日
本
の
伝
統
的
雇
用
慣
行
と
い
う

よ
り
、
比
較
的
新
し
く
、
高
度
経
済

成
長
期
に
定
着
し
た
も
の
で
す
。

中
野　

そ
れ
以
前
は
ど
う
だ
っ
た

の
で
す
か
。

中
井　

そ
れ
以
前
の
明
治
か
ら
第

二
次
世
界
大
戦
後
す
ぐ
の
雇
用
環
境

は
、
社
会
経
済
環
境
が
激
変
す
る
中

で
、
大
規
模
な
人
員
整
理
や
労
働
争

議
が
勃
発
し
、
安
定
し
た
雇
用
環
境

と
は
い
え
な
い
時
代
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
日
本
的
雇
用
慣
行

は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
か
ら
、
徐
々
に
そ

の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
企
業
は
、

日
本
的
雇
用
慣
行
の
外
部
の
存
在
と

な
る
非
正
規
雇
用
を
作
り
出
し
、
ま

た
女
性
の
社
会
進
出
も
進
ん
で
き
ま

し
た
。

桑
村　

で
は
、
近
年
の
新
し
い
働

き
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岩
下　

雇
用
に
よ
ら
な
い
柔
軟
な

働
き
方
が
注
目
さ
れ
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

桑
村　

大
西
さ
ん
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
定
義
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
西　

現
代
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

一
般
的
な
定
義
は
「
特
定
の
企
業
や

組
織
に
属
す
る
こ
と
な
く
、
業
務
委

託
契
約
等
に
よ
り
自
ら
の
専
門
知
識

や
ス
キ
ル
等
を
サ
ー
ビ
ス
や
成
果
物

を
通
じ
て
提
供
す
る
こ
と
で
収
入
を

得
る
人
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

桑
村　

岩
下
さ
ん
、
分
か
り
や
す

く
具
体
例
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

岩
下　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
は
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
ラ
イ

タ
ー
等
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ

ー
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

桑
村　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ

ー
と
は
何
で
す
か
。

大
西　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ

ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
、
取
引
を
行

う
経
済
活
動
で
あ
り
、
①
空
間
、
②

移
動
、
③
ス
キ
ル
、
④
お
金
、
⑤
モ

ノ
─
─
の
五
つ
の
分
類
が
あ
り
ま
す
。

桑
村　

ギ
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い

う
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は
ど
う
違
う
の

で
し
ょ
う
か
。

岩
下　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ

ー
の
中
で
、
個
人
が
有
す
る
ス
キ
ル

や
時
間
を
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

介
し
て
単
発
・
短
期
間
の
仕
事
と
し

て
提
供
す
る
経
済
活
動
を
ギ
グ
・
エ

コ
ノ
ミ
ー
と
い
い
ま
す
。
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
主
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
と
し
て
提
供
さ
れ
、

時
間
や
場
所
を
問
わ
ず
簡
単
に
ア
ク

セ
ス
で
き
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
サ
ー
ビ

ス
購
入
者
の
間
に
仲
介
役
と
し
て
介

岩下志帆会員

日
本
の
雇
用
形
態
と
働
き
方
の
変
遷
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在
す
る
た
め
匿
名
取
引
も
可
能
で
あ

る
な
ど
、
気
軽
に
始
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

桑
村　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
経
済
規

模
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

岩
下
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
実
態
調
査

2
0
2
4
年
」（
ラ
ン
サ
ー
ズ
株
式
会

社
）
に
よ
る
と
、
2
0
2
4
年
の
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
人
口
は
1
3
0
3
万
人
、

経
済
規
模
は
20
兆
3
2
0
0
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

桑
村　

コ
ロ
ナ
等
の
影
響
も
あ
っ

て
規
模
が
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
問

題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

岩
下　

偽
装
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
問
題

や
税
務
申
告
漏
れ
等
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
収
入
金
額
が
給

与
所
得
、
事
業
所
得
ま
た
は
雑
所
得

の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
の
か
の
判
断

が
難
し
い
場
合
が
あ
る
と
の
指
摘
も

あ
り
ま
す
。

桑
村　

今
回
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

所
得
区
分
の
判
断
の
難
し
さ
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
各
所
得
の
定
義
に
つ
い
て

簡
単
に
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
初
に
、
給
与
所
得
の
定
義
に
つ
い

て
お
願
い
し
ま
す
。

中
井　

所
得
税
法
第
28
条
第
1
項

で
「
給
与
所
得
と
は
、
俸
給
、
給
料
、

賃
金
、
歳
費
及
び
賞
与
並
び
に
こ
れ

ら
の
性
質
を
有
す
る
給
与
に
係
る
所

得
を
い
う
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
子
宏
先
生
の
著
書『
租
税
法（
第

二
十
四
版
）』（
弘
文
堂
、
2
0
2
1
年
）

に
よ
れ
ば
、「
勤
労
性
所
得
の
う
ち
、

雇
用
関
係
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
関

係
に
お
い
て
使
用
者
の
指
揮
・
命
令

の
も
と
に
提
供
さ
れ
る
労
務
の
対
価

を
広
く
含
む
概
念
で
あ
り
、
非
独
立

的
労
働
な
い
し
従
属
的
労
働
の
対
価

と
観
念
す
る
こ
と
も
で
き
る
。」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

桑
村　

次
に
事
業
所
得
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
す
か
。

岩
下　

事
業
所
得
と
は
、
所
得
税

法
第
27
条
第
1
項
で
、
各
種
の
事
業

か
ら
生
ず
る
所
得
の
こ
と
で
あ
る
と

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
と
は
、

自
己
の
計
算
と
危
険
に
お
い
て
営
利

を
目
的
と
し
対
価
を
得
て
継
続
的
に

行
う
経
済
活
動
の
こ
と
で
あ
っ
て

（
同
旨
、
最
判
昭
和
56
年
4
月
24
日
民
集

35
巻
3
号
6
7
2
頁
）、農
業
・
漁
業
・

製
造
業
・
卸
売
業
・
小
売
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
・
著
述
業
等
、
種
々
の
事
業

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

桑
村　

次
に
雑
所
得
に
つ
い
て
も

お
願
い
し
ま
す
。

中
野　

所
得
税
法
第
35
条
第
1
項

に
「
雑
所
得
と
は
、
利
子
所
得
、
配

当
所
得
、
不
動
産
所
得
、
事
業
所
得
、

給
与
所
得
、
退
職
所
得
、
山
林
所
得
、

譲
渡
所
得
及
び
一
時
所
得
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
所
得
を
い
う
」
と

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
種
類
の

所
得
の
よ
う
に
統
一
的
な
メ
ル
ク
マ

ー
ル
が
な
く
、
積
極
的
に
定
義
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
、
金
子
先

生
は
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

桑
村　

先
ほ
ど
、
給
与
所
得
の
判

断
基
準
に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
し

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
過
去
の
判
例

を
確
認
し
、
よ
り
具
体
的
に
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

岩
下　

ま
ず
代
表
的
な
事
例
と
し

て
弁
護
士
顧
問
料
事
件
が
あ
り
ま
す
。

▼
弁
護
士
顧
問
料
事
件

（
最
判
昭
和
56
年
4
月
24
日
・
民
集
35

巻
3
号
6
7
2
頁
）

岩
下　

弁
護
士
が
会
社
か
ら
の
顧

問
収
入
に
つ
い
て
、
給
与
所
得
と
し

て
申
告
し
た
と
こ
ろ
、
事
業
所
得
と

し
て
更
正
さ
れ
た
事
案
で
す
。

当
該
弁
護
士
は
、
自
己
の
名
に
よ

る
法
律
事
務
所
を
有
し
、
使
用
人
を

4
人
な
い
し
6
人
を
擁
し
て
お
り
、

各
会
社
と
の
間
の
顧
問
契
約
は
い
ず

れ
も
勤
務
時
間
、
勤
務
場
所
に
つ
い

て
の
定
め
が
な
く
、
か
つ
常
時
数
社

と
締
結
さ
れ
て
お
り
、
特
定
の
顧
問

先
に
専
属
し
て
い
な
い
。
相
談
回
数

は
、
半
年
ま
た
は
1
年
に
1
回
、
月

中野　徹会員

三
つ
の
所
得
区
分
の
定
義

給
与
所
得
を
め
ぐ
る
判
決
事
例



に
2
回
、
3
回
と
い
う
場
合
も
あ
っ

た
。
顧
問
料
は
、
毎
月
、
一
定
の
日

時
に
支
払
わ
れ
、
そ
の
支
払
い
に
際

し
て
は
、
弁
護
士
の
業
務
に
関
す
る

報
酬
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
計
算

さ
れ
た
金
額
の
所
得
税
が
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
ま
す
。

桑
村　

判
示
事
項
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

中
野　

最
高
裁
で
、
判
断
の
一
応

の
基
準
と
し
て
、
給
与
所
得
、
事
業

所
得
の
区
分
と
し
て
次
の
よ
う
に
示

さ
れ
ま
し
た
。

事
業
所
得
と
は
、「
自
己
の
計
算

と
危
険
に
お
い
て
独
立
し
て
営
ま
れ
、

営
利
性
、
有
償
性
を
有
し
、
か
つ
反

覆
継
続
し
て
遂
行
す
る
意
思
と
社
会

的
地
位
と
が
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る

業
務
か
ら
生
ず
る
所
得
」
を
い
い
、

こ
れ
に
対
し
、
給
与
所
得
と
は
「
雇

傭
契
約
又
は
こ
れ
に
類
す
る
原
因
に

基
づ
き
使
用
者
の
指
揮
命
令
に
服
し

て
提
供
し
た
労
務
の
対
価
と
し
て
使

用
者
か
ら
受
け
る
給
付
を
い
う
」。

な
お
、
給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、
と

り
わ
け
、
給
与
支
給
者
と
の
関
係
に

お
い
て
何
ら
か
の
空
間
的
、
時
間
的

な
拘
束
を
受
け
、
継
続
的
な
い
し
断

続
的
に
労
務
又
は
役
務
の
提
供
が
あ

り
、
そ
の
対
価
と
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
重
視
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

桑
村　

そ
う
で
す
ね
。
事
業
所
得

該
当
性
と
し
て
の
「
独
立
性
要
件
」

が
示
さ
れ
、
一
方
で
給
与
所
得
該
当

性
判
断
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
従
属

性
要
件
」
が
判
断
の
一
応
の
基
準
と

し
て
示
さ
れ
ま
し
た
ね
。

慶
應
義
塾
大
学
の
佐
藤
英
明
教
授

が
「
最
高
裁
の
上
記
の
判
示
は
、
こ

こ
で
新
た
な
判
例
が
作
ら
れ
た
と
い

う
よ
り
も
、
当
時
ま
で
に
積
み
重
ね

ら
れ
て
き
た
裁
判
例
を
集
大
成
し
、

確
認
し
た
と
い
う
性
格
を
持
つ
と
理

解
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
を
踏
ま
え

つ
つ
、
事
業
所
得
と
給
与
所
得
の
区

分
に
つ
い
て
明
確
な
判
断
を
示
し
た

も
の
と
し
て
先
例
的
意
義
を
有
す
る

と
思
い
ま
す
。

他
の
事
例
は
ど
う
で
す
か
。

中
井　

請
負
契
約
に
基
づ
く
外
注

費
で
は
な
く
雇
用
類
似
の
契
約
に
基

づ
く
給
与
に
当
た
る
と
さ
れ
た
判
決

が
あ
り
ま
す
。「
従
属
性
要
件
」「
非

独
立
性
要
件
」
に
つ
い
て
、
事
実
を

丁
寧
に
検
討
さ
れ
て
い
て
、
実
務
を

行
う
際
に
も
参
考
に
な
る
事
例
で
す
。

▼
請
負
契
約
に
基
づ
く
外
注
費
で
は

な
く
雇
用
類
似
の
契
約
に
基
づ
く

給
与
に
当
た
る
と
さ
れ
た
事
例

（
東
京
地
判
平
成
19
年
11
月
16
日
・

税
資
2
5
7
号
順
号
1
0
8
2
5
）

桑
村　

事
案
の
概
要
を
お
願
い
し

ま
す
。

中
井　

電
気
工
事
を
業
と
す
る
原

告
が
支
払
っ
た
経
費
に
つ
い
て
、
こ

れ
ら
を
請
負
契
約
に
基
づ
い
て
支
出

し
た
外
注
費
に
当
た
る
と
し
て
、
源

泉
徴
収
を
行
わ
ず
、
こ
の
経
費
を
課

税
仕
入
れ
に
係
る
支
払
対
価
の
額
と

し
て
消
費
税
の
申
告
を
し
た
と
こ
ろ
、

こ
の
支
払
は
給
与
等
で
あ
り
、
消
費

税
法
上
、
課
税
仕
入
れ
に
係
る
支
払

対
価
の
額
に
該
当
せ
ず
、
消
費
税
等

に
係
る
更
正
処
分
並
び
に
源
泉
所
得

税
に
係
る
納
税
告
知
処
分
を
受
け
た

事
案
で
す
。

桑
村　

ま
ず
前
提
事
実
を
具
体
的

に
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。
少
し
多
い
の

で
、
各
自
一
つ
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

岩
下　

本
件
各
支
払
先
の
業
務
の

内
容
は
次
の
通
り
で
し
た
。
ま
ず
、

本
件
各
支
払
先
は
法
人
代
表
者
等
の

指
揮
監
督
の
下
で
作
業
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
。

中
井　

材
料
は
法
人
か
ら
無
償
で

支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
使

用
す
る
工
具
等
の
う
ち
、
ペ
ン
チ
、

ナ
イ
フ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
等
は
各
自
で

用
意
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
他
作

業
台
や
作
業
着
は
無
償
で
貸
与
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

大
西　

本
件
各
支
払
先
は
、
現
場

名
、
出
勤
日
、
残
業
時
間
及
び
夜
間

勤
務
日
等
を
記
載
し
た
「
出
勤
簿
」

と
題
す
る
書
面
又
は
こ
れ
と
同
内
容

の
書
面
、
あ
る
い
は
出
勤
簿
等
の
作

成
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、「
請

中井唯之会員



TKC　2026・2（TKCタックスフォーラム2025）

TKCタックスフォーラム2025　研究発表TKCタックスフォーラム2025　研究発表

求
書
」
と
題
す
る
出
勤
簿
等
と
お
お

む
ね
同
様
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面

を
作
成
し
、
こ
れ
ら
を
提
出
し
て
い

ま
し
た
。

中
野　

本
件
各
支
払
先
に
対
す
る

支
払
金
額
と
し
て
、
1
日
当
た
り
の

「
基
本
給
」
に
各
仕
事
先
に
お
け
る

従
事
日
数
を
乗
じ
た
金
額
の
ほ
か
、

1
時
間
当
た
り
の
「
残
業
給
」
に
残

業
時
間
を
乗
じ
た
金
額
、
遅
刻
減
給

に
係
る
金
額
、
消
費
税
等
の
金
額
及

び
こ
れ
ら
の
金
額
の
合
計
額
等
を
記

載
し
た
「
労
務
費
明
細
書
」
を
作
成

し
て
い
ま
し
た
。

桑
村　

で
は
判
示
事
項
に
つ
い
て
、

お
願
い
し
ま
す
。

中
野　

請
負
契
約
と
い
う
「
表
面

的
に
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
法
律

関
係
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
真
実
に
存

在
す
る
法
律
関
係
に
の
っ
と
っ
て
判

断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
先
ほ
ど
挙

げ
て
い
っ
た
事
実
か
ら
「
労
働
に
従

事
す
る
こ
と
を
約
し
て
労
務
に
従
事

す
る
意
思
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る

も
の
が
相
当
で
あ
り
」、「
他
人
の
代

替
に
よ
る
労
務
の
提
供
を
容
認
し
て

い
る
と
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
」、「
本
件
各
支
払
先
は
指
揮
命

令
に
服
し
て
労
務
を
提
供
し
て
い
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
」、「
本
件
各
支
払

先
に
よ
る
労
務
の
提
供
及
び
こ
れ
に

対
す
る
原
告
に
よ
る
報
酬
の
支
払
は
、

雇
用
契
約
又
は
こ
れ
に
類
す
る
原
因

に
基
づ
き
、
原
告
と
の
関
係
に
お
い

て
空
間
的
又
は
時
間
的
な
拘
束
を
受

け
つ
つ
、
継
続
的
に
労
務
の
提
供
を

受
け
て
い
た
こ
と
の
対
価
と
し
て
支

給
さ
れ
て
い
た
も
の
と
認
め
る
の
が

相
当
で
あ
る
。」
と
し
て
、
当
該
支

払
は
給
与
所
得
に
該
当
す
る
も
の
と

さ
れ
ま
し
た
。

桑
村　

実
務
的
に
「
給
与
所
得
」

と
「
事
業
所
得
又
は
雑
所
得
」
と
の

所
得
区
分
を
判
断
す
る
と
き
に
参
考

と
な
る
事
例
で
す
ね
。
こ
の
事
例
に

お
い
て
は
、
あ
る
一
定
の
監
督
下
に

お
い
て
、
出
勤
簿
を
作
成
し
て
い
た

り
、
業
務
の
対
価
の
性
質
、
つ
ま
り

労
務
の
提
供
の
対
価
か
、
一
定
の
成

果
物
の
対
価
か
と
い
う
と
こ
ろ
が

「
従
属
性
」
の
判
断
事
実
で
あ
り
、

道
具
の
状
況
や
作
業
着
の
貸
与
が

「
非
独
立
性
」
の
判
断
事
実
と
な
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
給
与
か
請
負
か
」
と
い
う
問
題

は
、
税
理
士
の
実
務
で
も
悩
む
こ
と

が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
例

は
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
そ
う
で
す
ね
。
で
は
も
う
一
つ
事

例
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

大
西　

個
別
指
導
家
庭
教
師
が
得

た
対
価
は
給
与
と
さ
れ
た
事
例
が
あ

り
ま
す
。

▼
個
別
指
導
家
庭
教
師
が
得
た
対
価

は
給
与
と
さ
れ
た
事
例

（
東
京
高
判
平
成
25
年
4
月
26
日
・

税
資
2
6
3
号
順
号
1
2
3
1
9
）

大
西　

教
育
機
関
等
の
講
座
等
の

請
負
業
務
、
受
験
生
に
対
す
る
訪
問

指
導
等
を
目
的
と
す
る
原
告
が
家
庭

教
師
に
支
払
っ
た
金
員
に
つ
い
て
源

泉
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
せ
ず
、
ま

た
本
件
金
員
を
課
税
仕
入
れ
と
し
て

消
費
税
の
申
告
を
し
た
と
こ
ろ
、
本

件
金
員
は
給
与
等
に
該
当
し
課
税
仕

入
れ
に
つ
い
て
更
正
を
受
け
た
事
案

で
す
。

桑
村　

本
件
家
庭
教
師
の
個
別
指

導
の
業
務
形
態
に
つ
い
て
も
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。

大
西　

①
本
件
各
家
庭
教
師
契
約

書
に
定
め
ら
れ
た
指
導
期
間
、
指
導

回
数
、
指
導
時
間
及
び
指
導
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
に
従
い
、
個
人
指
導
の
業

務
に
従
事
、
②
報
酬
は
決
め
ら
れ
た

単
価
に
よ
り
支
払
わ
れ
、
講
義
等
の

内
容
の
優
劣
、
具
体
的
な
成
果
の
程

度
、
あ
る
い
は
、
原
告
が
本
件
各
顧

客
と
の
間
で
受
け
取
る
報
酬
の
額
や

回
収
の
状
況
に
よ
り
、
報
酬
の
額
や

講
義
等
の
単
価
の
額
が
増
減
す
る
よ

う
な
定
め
は
置
か
れ
て
い
な
い
、
③

本
件
塾
講
師
は
、
本
件
教
育
機
関
等

か
ら
業
務
の
遂
行
及
び
原
告
に
対
す

る
報
告
を
す
る
に
当
た
り
通
常
必
要

と
認
め
ら
れ
る
物
を
貸
与
さ
れ
る
と

と
も
に
、
原
告
か
ら
交
通
費
の
支
払

を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
業

務
遂
行
に
必
要
な
テ
キ
ス
ト
の
引
渡

し
も
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
、

大西竜浩会員



と
い
う
こ
と
で
す
。

桑
村　

判
示
事
項
を
お
願
い
し
ま

す
。岩

下　

こ
れ
ら
の
認
定
事
実
に
つ

い
て
、「
報
酬
額
の
増
減
が
講
師
の

所
得
に
影
響
せ
ず
」、「
本
件
講
師
等

は
、
業
務
の
遂
行
上
必
要
な
費
用
を

基
本
的
に
負
担
し
て
い
な
い
。」
と

さ
れ
「
独
立
性
」
に
つ
い
て
認
め
ら

れ
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

「
従
属
性
」
に
つ
い
て
も
あ
る
も
の
と

さ
れ
給
与
所
得
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

桑
村
「
従
属
性
」
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
給
与
に
な
る
け
れ
ど
も
、
給
与

所
得
と
さ
れ
て
い
る
役
員
報
酬
や
国

会
議
員
の
歳
費
に
つ
い
て
は
、「
従

属
性
」
は
認
め
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

そ
の
場
合
、
給
与
所
得
と
さ
れ
る
の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
独
立
性
」
が
認

め
ら
れ
な
い
か
ら
だ
と
判
断
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

こ
の
裁
判
で
は
、「
従
属
性
」
と
「
非

独
立
性
」
を
比
較
し
、「
非
独
立
性
」

に
重
き
を
置
く
判
断
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
空
間
的

拘
束
が
な
い
、
つ
ま
り
従
来
の
「
従

属
性
」
の
判
断
基
準
が
揺
ら
い
で
い

る
現
代
に
お
い
て
は
、
給
与
所
得
の

判
断
基
準
と
し
て
「
非
独
立
性
」
を

重
視
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

中
井
「
従
属
性
」
が
あ
れ
ば
給
与
。

「
従
属
性
」
が
な
く
て
も
「
独
立
性
」

が
な
け
れ
ば
給
与
。
す
る
と
「
従
属

性
」
の
判
断
基
準
は
不
要
と
な
り
、

「
非
独
立
性
」
だ
け
で
充
分
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

岩
下　

私
は
ど
ち
ら
も
必
要
で
総

合
的
な
判
断
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

佐
藤
教
授
は
「
従
属
的
」
と
「
非
独

立
的
」
と
は
同
じ
こ
と
の
言
い
変
え

で
は
な
く
、
別
々
の
基
準
を
示
し
て

い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
別
々
の
基

準
だ
と
す
る
と
、
ど
ち
ら
の
基
準
も

必
要
で
、
そ
の
二
つ
の
基
準
の
総
合

判
断
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

一
次
判
断
基
準
を「
従
属
性
」、

二
次
判
断
基
準
を「
非
独
立
性
」に

桑
村　

佐
藤
教
授
は
「
従
属
的
」

と
は
、「
使
用
者
の
指
揮
監
督
に
服

し
て
」「
時
間
的
、
空
間
的
な
拘
束

を
受
け
て
」
働
く
と
い
う
労
務
提
供

の
態
様
を
表
し
、「
非
独
立
的
」
と
は
、

「
自
己
の
危
険
と
計
算
に
よ
っ
て
行

う
」
の
で
は
な
い
と
い
う
、
報
酬
受

給
の
態
様
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

で
は
次
に
二
つ
の
基
準
の
関
係
性

に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

岩
下　

以
前
勉
強
し
た
中
央
大
学

の
酒
井
克
彦
教
授
が
書
か
れ
て
い
た

論
文
が
理
論
的
で
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。

桑
村　

説
明
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

岩
下
「
過
去
の
判
決
か
ら
得
ら
れ

た
示
唆
と
し
て
、
従
属
性
要
件
を
満

た
し
さ
え
す
れ
ば
、
独
立
性
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
な
労
務
提
供
で
あ
っ
て

も
給
与
所
得
に
該
当
す
る
と
考
え
る

判
断
構
造
が
あ
る
」
と
さ
れ
、「
従

属
性
要
件
に
よ
る
判
断
が
一
次
的
に

あ
り
、
二
次
的
に
非
独
立
性
要
件
に

よ
る
給
与
所
得
該
当
性
判
断
が
な
さ

れ
る
べ
き
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

桑
村　
「
従
属
性
要
件
」
の
意
義

や
「
従
属
性
要
件
」
と
「
非
独
立
性

要
件
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
り
ま
す
が
、
今
回
検
討
す
る
具

体
的
な
事
案
の
検
討
で
は「
従
属
性
」

を
「
一
次
的
な
判
断
基
準
」
と
し
、

「
非
独
立
性
」
を
「
二
次
的
な
判
断

基
準
」
と
し
て
所
得
区
分
を
判
断
し

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

大
西　

と
こ
ろ
で
、
労
働
法
で
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。
労
働
者
と
な
る

人
に
つ
い
て
は
給
与
所
得
と
考
え
て

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

桑
村　

良
い
視
点
で
す
ね
。
労
働

法
に
お
け
る
労
働
者
と
所
得
税
法
の

給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
違
い
が

あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
辺
り
は
岩
下

さ
ん
が
勉
強
し
て
い
ま
し
た
ね
。

岩
下　

労
働
法
に
お
け
る
「
使
用

従
属
性
」
に
関
す
る
判
断
基
準
の
「
指

揮
監
督
下
の
労
働
」
で
あ
る
こ
と
は
、

給
与
所
得
該
当
性
の
判
断
基
準
で
あ

る
「
従
属
性
」
に
お
け
る
「
指
揮
監

督
下
の
労
働
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
概
念

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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ま
た
、「
労
働
者
性
」
の
判
断
を

補
強
す
る
要
素
と
し
て
の
「
事
業
者

性
の
有
無
」
や
「
専
属
性
の
程
度
」

等
は
、「
非
独
立
性
」
と
近
し
い
概

念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ

く
ま
で
も
「
労
働
者
性
」
を
判
断
す

る
に
あ
た
っ
て
の
要
素
で
あ
り
、
事

業
者
性
を
積
極
的
に
定
義
付
け
る
も

の
で
は
な
い
た
め
、「
非
独
立
性
」
の

判
断
要
素
と
比
較
し
て
要
素
の
数
が

少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

桑
村　

具
体
的
に
労
働
法
上
の
労

働
者
で
は
な
い
が
所
得
税
法
で
の
給

与
所
得
者
と
な
る
。
あ
る
い
は
そ
の

逆
の
例
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岩
下　

所
得
税
法
に
お
け
る
給
与

所
得
者
と
な
り
ま
す
が
、
労
働
基
準

法
に
お
け
る
労
働
者
と
な
ら
な
い
も

の
と
し
て
、
役
員
報
酬
や
国
会
議
員

の
歳
費
が
あ
り
ま
す
。

中
井　

逆
に
外
交
員
又
は
集
金
人

に
対
す
る
報
酬
の
よ
う
に
労
働
基
準

法
に
お
け
る
労
働
者
で
あ
る
が
、
所

得
税
法
に
お
け
る
給
与
所
得
者
と
な

ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
ね
。

岩
下　

そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な

違
い
が
生
じ
る
の
は
、
労
働
基
準
法

に
お
い
て
は
、
発
注
者
と
受
注
者
と

の
関
係
性
に
お
い
て
労
働
者
性
を
判

断
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
に
対
し
て
、

所
得
税
法
に
お
い
て
は
、
業
務
ご
と

に
所
得
区
分
を
判
断
し
ま
す
。
従
っ

て
同
一
の
発
注
者
か
ら
の
報
酬
に
つ

い
て
、
労
働
基
準
法
に
お
い
て
は
、

全
て
賃
金
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す

が
、
所
得
税
法
に
お
い
て
は
、
報
酬

の
性
質
に
応
じ
て
判
断
す
る
た
め
、

給
与
所
得
と
な
る
も
の
と
そ
れ
以
外

の
所
得
と
な
る
も
の
が
生
じ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

給
与
所
得
と
事
業
所
得
ま
た
は

雑
所
得
の
所
得
区
分
の
判
断
基
準

桑
村　

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討

を
一
度
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

給
与
所
得
と
事
業
所
得
及
び
雑
所

得
の
区
分
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
を

判
例
も
踏
ま
え
な
が
ら
確
認
し
、
そ

の
結
果
、
判
断
基
準
と
し
て
、「
従

属
性
」
と
「
非
独
立
性
」
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
法
に
お
け

る
労
働
者
判
断
の
具
体
的
な
基
準
を

確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
所
得
税
法

と
の
比
較
も
行
い
ま
し
た
。
二
つ
の

基
準
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
、
一
応

の
結
論
を
得
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
の
検
討
の
結
果
、「
従

属
性
」
と
「
非
独
立
性
」
に
つ
い
て

の
、
よ
り
具
体
的
な
基
準
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
ギ

グ
・
ワ
ー
カ
ー
等
の
所
得
区
分
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が

研
究
の
目
的
で
す
の
で
、
判
断
基
準

表
を
作
成
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
一

次
判
断
基
準
の
「
従
属
性
」
に
つ
い

て
は
表
1
の
と
お
り
で
す
。
ま
ず
前

提
条
件
と
し
て
は
何
が
あ
り
ま
す
か
。

岩
下
「
雇
用
契
約
又
は
こ
れ
に
類

す
る
契
約
の
存
在
の
有
無
」
を
確
認

す
る
こ
と
で
す
。

桑
村　

そ
う
で
す
ね
。
雇
用
契
約

が
あ
れ
ば
原
則
的
に
は
給
与
と
判
断

さ
れ
ま
す
ね
。
次
に
一
次
判
断
基
準

と
し
て
「
従
属
性
」
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
ん
な
項
目
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
か
。

中
野
「
指
揮
監
督
下
の
労
働
」
で

あ
る
か
と
「
報
酬
の
労
務
対
償
性
」

が
あ
る
か
で
す
。

桑
村　

そ
う
で
す
ね
。「
指
揮
監

督
下
の
労
働
」
で
あ
る
か
に
つ
い
て

は
、
労
働
基
準
法
に
お
い
て
具
体
的

な
指
標
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
野　

①
仕
事
の
依
頼
、
業
務
従

事
の
指
示
等
に
対
す
る
諾
否
の
自
由

の
有
無
、
②
業
務
遂
行
上
の
指
揮
監

督
の
有
無
、
③
拘
束
性
の
有
無
（
勤

務
場
所
、
勤
務
時
間
が
指
定
さ
れ
、

管
理
さ
れ
て
い
る
か
）、
④
代
替
性

の
有
無
─
─
の
四
つ
で
す
。

■表１　給与所得該当性の判断基準表（一次判断基準「従属性」）
判断基準 検討結果

従　
属　
性

「
指
揮
監
督
下
の
労
働
」

で
あ
る
か

仕事の依頼、業務従事の指示等に対
する諾否の自由の有無

業務遂行上の指揮監督の有無

拘束性の有無（勤務場所、勤務時間
が指定され、管理されているか）

代替性の有無

　「報酬の労務対償性」があるか



桑
村　

次
に
、
二
次
判
断
基
準
と

し
て
の
「
非
独
立
性
」
に
つ
い
て
は

表
2
の
よ
う
に
整
理
し
ま
し
た
。
判

断
基
準
は
何
が
あ
り
ま
す
か
。

中
井　
「
事
業
者
性
の
有
無
」
と

「
専
属
性
の
程
度
」
が
あ
り
ま
す
。

効
力
の
た
め
滅
失
し
た
場
合
等
に
お

い
て
も
、
当
該
個
人
が
権
利
と
し
て

既
に
提
供
し
た
役
務
の
報
酬
の
請
求

が
で
き
る
か
、
③
損
失
発
生
の
リ
ス

ク
及
び
業
務
の
対
外
的
責
任
を
ど
ち

ら
が
負
う
か
─
─
の
三
つ
で
す
。

グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
大
き
く
二

つ
に
分
か
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
以
前

か
ら
運
営
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る

「
求
人
広
告
掲
載
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。

こ
れ
は
、
企
業
の
求
人
募
集
内
容
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
広
告
サ
イ
ト

に
掲
載
し
、
労
働
者
が
希
望
す
る
企

業
に
応
募
し
、
面
接
で
労
働
条
件
を

確
認
し
た
う
え
で
、
企
業
と
労
働
者

が
雇
用
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

大
西　

そ
れ
は
、
雇
用
契
約
も
あ

り
ま
す
し
、
一
般
的
な
就
職
な
ど
と

同
じ
で
給
与
所
得
で
す
よ
ね
。

桑
村　

そ
う
で
す
ね
。
給
与
所
得

で
あ
る
こ
と
に
疑
問
は
生
じ
ま
せ
ん

ね
。
も
う
一
つ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
井　

も
う
一
つ
は
、「
日
雇
労

桑
村
「
事
業
者
性
の
有
無
」
に
は

ど
ん
な
判
断
基
準
が
あ
り
ま
す
か
。

中
井　

①
仕
事
に
必
要
な
機
械
、

器
具
等
を
、
発
注
者
と
受
注
者
の
ど

ち
ら
が
用
意
し
て
い
る
か
、
②
ま
だ

引
渡
し
を
了
し
な
い
完
成
品
が
不
可

業
務
の
依
頼
形
式
に
応
じ
て

所
得
区
分
の
判
断
が
必
要
と
な
る

桑
村　

次
は
実
際
の
事
例
を
検
討

し
、
表
に
当
て
は
め
な
が
ら
所
得
区

分
を
検
証
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
ス
キ
マ
バ
イ
ト
マ
ッ
チ

ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
中
で
ス
キ
マ
バ
イ
ト
し
て
い
る

人
は
い
ま
す
か
。

中
井　

は
い
！
実
は
、
税
理
士
と

し
て
開
業
し
た
の
は
今
年
か
ら
な
の

で
、
ま
だ
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。

桑
村　

ど
ん
な
も
の
か
を
簡
単
に

説
明
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

中
井　

ス
キ
マ
バ
イ
ト
マ
ッ
チ
ン

働
者
紹
介
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。
こ
れ

は
、
企
業
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上

に
働
い
て
欲
し
い
時
間
と
作
業
内
容

を
設
定
す
れ
ば
、
登
録
し
て
い
る
労

働
者
か
ら
応
募
が
あ
り
、
条
件
が
合

え
ば
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
会

社
か
ら
企
業
に
労
働
者
が
紹
介
さ
れ

ま
す
。

桑
村　

雇
用
契
約
等
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

中
井　

企
業
と
労
働
者
が
雇
用
契

約
を
締
結
し
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

勤
務
し
ま
す
。
報
酬
は
予
め
時
間
給

単
価
と
、
勤
務
地
に
よ
っ
て
は
通
勤

交
通
費
が
設
定
さ
れ
、
勤
務
終
了
後

に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
就
労
時

間
を
報
告
す
る
と
報
酬
が
確
定
し
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
会
社
か
ら

労
働
者
に
、
そ
の
日
の
う
ち
に
指
定

口
座
へ
報
酬
が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

中
野　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
営

会
社
か
ら
報
酬
が
振
り
込
ま
れ
る
の

で
す
ね
。

中
井　

は
い
。
労
務
の
提
供
を
受

け
た
企
業
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
運
営
会
社
か
ら
月
締
め
で
労
働
者

に
支
払
っ
た
立
替
賃
金
お
よ
び
通
勤

「
ス
キ
マ
バ
イ
ト
」「
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー
カ
ー
」に
つ
い
て

検
証
①

■表２　給与所得該当性の判断基準表（二次判断基準「非独立性」）

判断基準 検討結果

非　
独　
立　
性

事
業
者
性
の
有
無

仕事に必要な機械、器具等を、発注者と受注者のど
ちらが用意しているか

まだ引渡しを了しない完成品が不可抗力のため滅失
した場合等においても、当該個人が権利として既に
提供した役務の報酬の請求ができるか

損失発生のリスク及び業務の対外的責任をどちらが
負うか

　専属性の程度
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交
通
費
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
使
用

料
等
の
経
費
の
合
計
額
が
請
求
さ
れ
、

翌
月
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

岩
下　

こ
ち
ら
も
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
運
営
会
社
が
計
算
し
、
支
払
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
企
業

と
労
働
者
の
間
で
雇
用
契
約
が
あ
り

ま
す
し
、
勤
務
場
所
や
勤
務
時
間
も

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
指
揮
監

督
下
の
労
働
だ
と
い
え
ま
す
の
で
、

給
与
所
得
で
問
題
な
さ
そ
う
で
す
ね
。

桑
村　

そ
う
で
す
ね
。
ス
キ
マ
バ

イ
ト
に
つ
い
て
は
、
雇
用
契
約
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
従
属
性
や
非
独
立
性

の
判
断
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
給
与

所
得
と
な
り
ま
す
ね
。
他
に
は
い
か

が
で
す
か
。

中
野　

実
は
私
、
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー

カ
ー
で
す
。
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
不

特
定
多
数
の
者
に
対
し
て
仕
事
を
依

頼
し
た
り
、
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
た

り
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
総
称
で
す
。

「
群
衆
」
の
意
味
の
ク
ラ
ウ
ド
と
「
業

務
委
託
」
の
ソ
ー
シ
ン
グ
の
単
語
を

組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

岩
下　

こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、

企
業
や
個
人
が
必
要
と
す
る
業
務
を
、

世
界
中
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
専
門
家

に
発
注
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

特
定
の
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
が
集
ま

り
、
効
率
的
に
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
よ
ね
。

中
野　

は
い
。
発
注
者
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
業
務
の
内
容
と
予
算
を
提

示
し
、
受
注
者
は
そ
の
条
件
に
基
づ

い
て
応
募
し
ま
す
。
通
常
の
雇
用
契

約
と
は
異
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

業
務
単
位
で
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
す
。

大
西　

発
注
者
と
受
注
者
は
ど
う

や
っ
て
出
会
う
の
で
す
か
。

中
野　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
発

注
者
と
受
注
者
が
出
会
う
場
を
提
供

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
業
務
の
管
理
、

報
酬
の
支
払
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

中
井　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運

営
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

中
野　

一
般
的
に
は
、
手
数
料
を

徴
収
す
る
こ
と
で
運
営
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

桑
村　

受
注
者
と
し
て
の
ク
ラ
ウ

ド
ワ
ー
カ
ー
は
ど
う
い
っ
た
業
務
を

受
注
す
る
の
で
す
か
。

中
野　

そ
れ
が
か
な
り
幅
広
く
て
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
か
ら
、
簡
単
な
作
業
希
望
の
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
や
私
の
よ
う
な
学
生
、
主

婦
や
シ
ニ
ア
も
い
ま
す
。
業
務
も
、

ビ
ジ
ネ
ス
事
務
や
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ン

サ
ル
、
調
査
、
翻
訳
等
、
多
種
多
様

な
分
野
の
業
務
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

桑
村　

業
務
の
依
頼
形
式
も
複
数

あ
る
よ
う
で
す
ね
。

中
野　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
式
」

「
コ
ン
ペ
形
式
」「
タ
ス
ク
形
式
」
の

三
つ
の
発
注
形
式
が
あ
り
、
報
酬
の

決
定
や
支
払
方
法
も
異
な
り
ま
す
。

桑
村　

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
に

つ
い
て
は
、
業
務
内
容
や
受
注
者
の

他
の
所
得
稼
得
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、

所
得
区
分
に
違
い
が
出
そ
う
で
す
ね
。

中
野
さ
ん
は
ど
の
形
式
で
働
い
て
い

る
の
で
す
か
。

中
野　

私
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
形
式
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
式
は
、
仕
事
内
容

を
掲
載
し
て
受
注
者
を
募
り
、
応
募

者
の
中
か
ら
受
注
者
を
選
択
し
ま
す
。

報
酬
の
支
払
方
法
は
契
約
時
に
金
額

を
決
め
る
「
固
定
報
酬
制
」
と
、
稼

働
し
た
時
間
に
応
じ
て
支
払
う
「
時

間
単
価
制
」
が
あ
り
ま
す
。

岩
下　

固
定
報
酬
制
は
ど
う
い
う

報
酬
形
式
な
の
で
す
か
。

中
野　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で
成

果
物
に
応
じ
て
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
仕
事
内
容
や
納
期
、
報
酬
等
を

事
前
に
す
り
合
わ
せ
て
契
約
し
、
納

品
後
に
発
注
者
が
検
収
を
完
了
す
る

と
支
払
わ
れ
ま
す
。

岩
下　

成
果
物
の
引
き
渡
し
に
よ

っ
て
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
時
間
単
価
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。　

中
野　

報
酬
が
1
時
間
ご
と
の
金

額
で
設
定
さ
れ
、
実
際
に
稼
働
し
た

時
間
に
合
わ
せ
て
週
ご
と
に
支
払
わ

れ
ま
す
。

中
井　

時
間
は
ど
う
や
っ
て
管
理

す
る
の
で
す
か
。

中
野　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
の

タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
、
稼
働

時
間
を
管
理
し
て
報
酬
金
額
が
計
算

さ
れ
る
よ
う
で
す
。



私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
も
こ
の

形
式
の
報
酬
計
算
で
す
。

中
井　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
近
い

で
す
ね
。

桑
村　

確
か
に
給
与
所
得
に
該
当

す
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
そ

う
で
す
ね
。

桑
村　

で
は
、
先
ほ
ど
の
判
断
基

準
の
表
に
当
て
は
め
な
が
ら
み
て
い

き
ま
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、「
従
属
性
」

の「
指
揮
監
督
下
の
労
働
で
あ
る
か
」

に
つ
い
て
「
仕
事
の
依
頼
、
業
務
従

事
の
指
示
等
に
対
す
る
諾
否
の
自
由

の
有
無
」
に
つ
い
て
、
中
野
さ
ん
、

お
願
い
し
ま
す
。

中
野　

表
3
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
注
者
が
発
注
者
と
契
約
し
た
目
的

物
を
完
成
さ
せ
、
期
日
ま
で
に
引
き

渡
す
こ
と
で
完
了
し
、
引
き
渡
す
こ

と
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
契
約
は
成
立

し
ま
せ
ん
。
ま
た
目
的
物
の
完
成
ま

で
の
作
業
工
程
に
つ
い
て
は
受
注
者

の
責
任
で
す
の
で
、
自
由
は
存
在
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

桑
村　

そ
う
で
す
ね
。
で
は
「
業

務
遂
行
上
の
指
揮
監
督
の
有
無
」
と

「
拘
束
性
の
有
無
」
に
つ
い
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

中
野　

目
的
物
を
期
日
ま
で
に
引

判
断
基
準
表
へ
の
当
て
は
め

き
渡
す
こ
と
の
み
で
契
約
が
履
行
さ

れ
、
作
業
工
程
等
の
指
示
も
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
指
揮
監
督
は
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
勤
務
場
所
や
勤

務
時
間
に
つ
い
て
も
拘
束
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
拘
束
性
も
あ
り
ま
せ
ん
。

桑
村　
「
代
替
性
」
の
有
無
に
つ

い
て
は
ど
う
で
す
か
。

中
野　

受
注
者
が
他
者
に
全
部
ま

た
は
一
部
を
依
頼
す
る
こ
と
に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

桑
村　

代
替
性
が
あ
る
と
い
う
こ

■表３　「クラウドソーシング（プロジェクト形式）」の一次判断基準表（従属性）

判断基準 検討結果

従　
　
属　
　
性

「
指
揮
監
督
下
の
労
働
」
で
あ
る
か

仕事の依頼、業務従事の指示
等に対する諾否の自由の有無

仕事の依頼、業務従事の指示等に対す
る諾否の自由は認められている。

業務遂行上の指揮監督の有無 発注者から業務遂行上の指揮監督を受
けていない。

拘束性の有無（勤務場所、勤
務時間が指定され、管理され
ているか）

発注者から勤務場所、勤務時間が指定、
管理されておらず、拘束を受けていな
い。

代替性の有無

受給者本人に代わって他の者が目的物
を完成させることに問題はなく、受注
者が自分の判断によって補助者を使う
ことが認められている。

　「報酬の労務対償性」があるか

支払われる報酬の性格は発注者から請
負った目的物の対価であり、指揮監督
下で一定時間労務を提供していること
に対する対価には該当しない。

■表４　「クラウドソーシング（プロジェクト形式）」の二次判断基準表（非独立性）

判断基準 検討結果

非　
独　
立　
性

事
業
者
性
の
有
無

仕事に必要な機械、器具等を、
発注者と受注者のどちらが用意
しているか

仕事に必要な機械、器具等を、受注者
が事業者として用意している。

まだ引渡しを了しない完成品が
不可抗力のため滅失した場合等
においても、当該個人が権利と
して既に提供した役務の報酬の
請求ができるか

目的物を引き渡さなければ、履行遅滞、
履行不能、不完全履行等となり、報酬
の請求はできない。

損失発生のリスク及び業務の対
外的責任をどちらが負うか

損失発生のリスク及び対外的責任につ
いては、受注者が負っている。

　専属性の程度 特定の発注者等への専属性が高いとは
認められない。
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と
で
す
ね
。
次
に
「
報
酬
の
労
務
対

償
性
」
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

中
野　

私
の
よ
う
に
「
時
間
単
価

制
」
だ
と
あ
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

岩
下　

確
か
に
「
時
間
単
価
制
」

の
計
算
を
み
る
と
、
一
定
時
間
の
労

務
の
提
供
に
対
す
る
対
価
の
よ
う
に

も
思
え
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
目
的
物

の
引
き
渡
し
に
対
す
る
対
価
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

桑
村　

そ
う
で
す
ね
。
発
注
者
と

の
関
係
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
空
間

的
・
時
間
的
な
拘
束
を
受
け
て
、
継

続
的
な
い
し
断
続
的
に
労
務
や
役
務

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
目
的
物
の
完
成
・
引
き
渡

し
に
対
す
る
対
価
だ
と
い
え
ま
す
ね
。

大
西　

従
属
性
要
件
の
判
断
か
ら

は
給
与
所
得
該
当
性
は
な
い
で
す
ね
。

桑
村　

そ
う
で
す
ね
。
で
は
、
二

次
判
断
基
準
の
「
非
独
立
性
」
を
見

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
「
事
業
者

性
の
有
無
」
に
つ
い
て
で
す
。

中
野　

表
4
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

仕
事
に
必
要
な
機
械
、
器
具
等
は
受

注
者
が
用
意
し
て
い
ま
す
。
私
も
自

分
の
パ
ソ
コ
ン
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

桑
村　

目
的
物
の
引
き
渡
し
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
の
報
酬
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

中
野　

基
本
的
に
は
、
契
約
通
り

に
目
的
物
を
完
成
さ
せ
て
引
き
渡
さ

な
け
れ
ば
、
そ
の
責
任
は
受
注
者
が

負
い
、
報
酬
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
不
可
抗
力
に
よ
る
場
合

や
、
受
注
者
の
過
失
の
有
無
に
よ
っ

て
は
、
請
求
で
き
る
場
合
も
あ
る
よ

う
で
す
。

桑
村　

原
則
、
引
き
渡
し
が
で
き

な
け
れ
ば
請
求
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
損
失
発
生
の
リ
ス
ク

お
よ
び
業
務
の
対
外
的
責
任
は
ど
ち

ら
が
負
い
ま
す
か
。

中
野　

引
渡
し
前
、
引
き
渡
し
後

も
目
的
物
に
不
備
が
あ
れ
ば
、
す
べ

て
の
損
失
の
リ
ス
ク
と
対
外
的
責
任

は
、
発
注
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
実

が
な
け
れ
ば
、
受
注
者
が
負
い
ま
す
。

桑
村　

最
後
に
「
専
属
性
の
程
度
」

に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

中
野　

中
に
は
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
特
定
の
発
注
者
へ
の
専
属

性
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

桑
村　

タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
利
用
す

る
「
時
間
単
価
制
」
に
つ
い
て
は
、

給
与
所
得
該
当
性
の
可
能
性
も
排
除

で
き
な
い
け
れ
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

現
状
の
扱
い
は
事
業
所
得
ま
た
は

雑
所
得
で
対
応
さ
れ
て
い
る

桑
村　

あ
と
は
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ

ー
サ
ー
ビ
ス
で
す
ね
。

大
西　

は
い
。
私
は
「
ハ
ー
バ
ー

イ
ー
ツ
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
や
っ

て
い
ま
す
！

桑
村　

ど
ん
な
働
き
方
か
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

大
西　

全
て
の
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ

ー
サ
ー
ビ
ス
が
同
じ
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

者
と
私
た
ち
配
達
員
と
は
雇
用
契
約

で
は
な
く
、
業
務
委
託
契
約
を
結
ん

で
い
ま
す
。
私
た
ち
は
事
業
者
の
従

業
員
で
は
な
く
、
個
人
事
業
主
と
し

て
確
定
申
告
の
義
務
が
あ
る
こ
と
を

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

形
式
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
事
業

あ
る
い
は
雑
所
得
と
い
え
ま
す
ね
。

他
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
後
で
私
た

ち
の
研
究
論
文
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

岩
下　

何
所
得
で
申
告
し
て
い
ま

す
か
。

大
西　

国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
参
考
に
「
雑
所
得
」
で
申
告
し
て

い
ま
す
。

岩
下　

確
か
に
現
状
で
は
事
業
所

得
か
雑
所
得
と
い
う
扱
い
に
な
っ
て

い
ま
す
ね
。

中
井　

雇
用
契
約
で
は
な
い
で
す

が
、
働
き
方
は
ス
キ
マ
バ
イ
ト
と
同

じ
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

桑
村　

こ
こ
で
、
給
与
所
得
の
該

当
性
に
つ
い
て
作
成
し
た
表
に
当
て

は
め
な
が
ら
、
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

前
提
と
し
て
「
1
週
間
の
稼
働
時
間

「
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
」に
つ
い
て

検
証
②

判
断
基
準
表
へ
の
当
て
は
め



が
40
時
間
未
満
の
時
短
・
副
業
・
す

き
ま
ワ
ー
カ
ー
」
の
範
囲
内
で
働
く

配
達
員
を
想
定
し
ま
す
。

岩
下　

表
5
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
、「
従
属
性
」
の
「
指
揮
監

督
下
の
労
働
」
で
あ
る
か
に
つ
い
て

で
す
。
大
西
さ
ん
、「
仕
事
の
依
頼
、

業
務
従
事
の
指
示
等
に
対
す
る
諾
否

の
自
由
の
有
無
」
に
関
す
る
部
分
の

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
西　

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
配
送
業
務
の
内
容
が
提
示
さ
れ

ま
す
。
こ
こ
に
は
「
業
務
の
内
容
」

「
報
酬
の
額
」「
支
払
期
日
」
等
が
明

示
さ
れ
、
配
達
員
が
ア
プ
リ
で
受
託

の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
で
契
約
が

成
立
し
ま
す
。
配
達
オ
フ
ァ
ー
を
受

け
る
か
受
け
な
い
か
は
配
達
員
の
自

由
で
す
。

桑
村　

業
務
委
託
に
対
し
て
諾
否

の
自
由
は
一
定
程
度
認
め
ら
れ
て
い

る
と
い
え
ま
す
ね
。

大
西　

た
だ
し
、
配
達
員
は
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
一
方
的

に
決
定
し
た
業
務
場
所
、
業
務
時
間
、

対
価
の
額
等
に
つ
い
て
、
包
括
的
に

承
諾
す
る
か
し
な
い
か
を
選
択
す
る

し
か
な
い
た
め
、「
仕
事
の
依
頼
、

業
務
従
事
の
指
示
等
に
対
す
る
諾
否

の
自
由
」
が
全
て
認
め
ら
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
気
も
し
ま
す
。

岩
下　

で
は
、
検
討
の
結
果
は
、

完
全
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
、
と

し
ま
す
。「
業
務
遂
行
上
の
指
揮
監

督
の
有
無
」
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

大
西　

配
達
員
は
ア
プ
リ
を
通
じ

て
、
指
定
さ
れ
た
時
間
・
場
所
・
方

法
に
よ
っ
て
配
達
し
ま
す
。
配
達
完

了
後
は
ア
プ
リ
で
報
告
を
し
ま
す
。

中
野　

配
達
員
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
事
業
者
の
指
示
に
基
づ
い
て
業

務
を
行
い
、
事
業
者
は
、
業
務
の
内

容
等
を
管
理
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
指
揮
監
督
を
受
け
て
い
る
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岩
下　

私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
次

は
「
拘
束
性
の
有
無
」
で
す
。

大
西　

シ
フ
ト
の
提
出
や
制
服
も

な
く
、
好
き
な
時
に
好
き
な
業
務
エ

リ
ア
で
働
け
ま
す
。

中
井　

勤
務
場
所
や
勤
務
時
間
の

指
定
や
管
理
は
さ
れ
て
な
い
た
め
、

拘
束
は
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
す
る
と
先
ほ
ど
受
け
て
い

る
と
し
た
指
揮
監
督
に
つ
い
て
も
完

全
に
は
受
け
て
い
な
い
よ
う
な
気
も

し
ま
す
。

桑
村　

そ
う
い
う
考
え
方
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
た
だ
、
フ
ー

ド
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
配
達
員

に
近
い
業
務
態
様
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
「
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業
」
の

運
転
手
に
つ
い
て
、
雇
用
契
約
で
は

な
い
運
転
手
に
つ
い
て
、
拘
束
性
が

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
判
決
も
あ
る
た

め
、
拘
束
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
可
能

性
も
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

岩
下　

四
つ
目
の
「
代
替
性
の
有

無
」
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

大
西　

配
達
員
の
登
録
に
は
身
分

証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す
。
原
則
、

登
録
し
た
本
人
だ
け
が
働
け
ま
す
。

岩
下　

受
注
し
た
配
達
員
本
人
に

代
わ
っ
て
他
の
人
が
労
務
を
提
供
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
受

注
者
が
自
分
の
判
断
に
よ
っ
て
補
助

者
を
使
う
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
で
は
、

「
報
酬
の
労
務
対
償
性
」
に
つ
い
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

大
西　

報
酬
は
、
配
送
距
離
や
時

間
を
基
に
計
算
さ
れ
、
仕
事
の
結
果

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

岩
下　

発
注
者
の
指
揮
監
督
の
下

で
、
一
定
時
間
労
務
の
提
供
を
し
た

こ
と
へ
の
対
価
と
い
え
ま
す
ね
。
教

授
、
従
属
性
の
判
断
に
つ
い
て
の
検

討
結
果
に
問
題
は
な
い
で
す
か
。

桑
村　

私
も
同
じ
意
見
で
す
。

配
達
員
の
労
務
提
供
の
態
様
に
よ
り
、

給
与
所
得
に
該
当
す
る
場
合
も
あ
る

岩
下　

二
次
判
断
基
準
の
「
非
独

立
性
」
を
確
認
し
ま
す
。
表
6
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。「
事
業
者
性
の
有
無
」

の
「
仕
事
に
必
要
な
機
械
、
器
具
等

を
、
発
注
者
と
受
注
者
の
ど
ち
ら
が

用
意
し
て
い
る
か
」
で
す
。

大
西　

配
達
用
の
バ
ッ
グ
や
バ
イ

ク
、
自
転
車
等
の
運
送
手
段
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
は
自
分
で
用
意
し
ま

す
。
バ
ッ
グ
以
外
は
元
々
自
分
が
使

っ
て
い
る
も
の
で
す
が
。

岩
下　

仕
事
に
必
要
な
機
械
、
器

具
等
を
受
注
者
が
用
意
し
て
い
る
が
、

事
業
者
性
が
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な

い
程
度
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
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桑
村　

そ
う
で
す
ね
。
全
員
が
該

当
す
る
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
ギ
グ
・
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
分
類
さ
れ
る
働
き
方
を
し
て

い
る
場
合
に
は
、
そ
の
業
務
の
た
め

に
新
た
に
用
具
等
を
取
得
す
る
と
い

う
よ
り
、
既
に
使
っ
て
い
る
も
の
を

有
効
活
用
し
よ
う
と
す
る
人
が
多
い

で
し
ょ
う
か
ら
、
事
業
者
性
が
あ
る

と
ま
で
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

岩
下　
「
ま
だ
引
き
渡
し
が
完
了

し
て
い
な
い
完
成
品
が
不
可
抗
力
の

た
め
滅
失
し
た
場
合
等
に
お
い
て
も
、

既
に
提
供
し
た
役
務
の
報
酬
の
請
求

が
で
き
る
か
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

大
西　

原
則
は
、
配
送
業
務
の
完

了
を
も
っ
て
対
価
が
発
生
し
ま
す
。

た
だ
し
、
配
達
先
の
都
合
で
配
達
で

き
な
い
場
合
な
ど
は
、
完
了
し
て
い

な
く
て
も
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

中
井　

料
理
を
こ
ぼ
し
た
場
合
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

大
西　

全
て
の
事
業
者
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
私
が
働
く
「
ハ
ー

バ
ー
イ
ー
ツ
」
は
、
料
理
を
破
損
し

た
場
合
の
サ
ポ
ー
ト
対
応
が
あ
り
、

料
理
を
こ
ぼ
し
て
も
報
酬
が
通
常
通

り
支
払
わ
れ
ま
す
。

中
野　

配
達
が
完
了
し
て
い
な
い

場
合
で
も
、
不
可
抗
力
の
場
合
に
は
、

既
に
提
供
し
た
役
務
の
報
酬
の
請
求

が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

岩
下　
「
損
失
発
生
の
リ
ス
ク
及

び
業
務
の
対
外
的
責
任
を
ど
ち
ら
が

負
う
か
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

大
西　

交
通
事
故
等
の
補
償
は
受

注
か
ら
配
達
ま
で
の
間
が
対
象
に
な

り
、
配
達
員
自
身
へ
の
補
償
の
み
や
、

対
人
対
物
補
償
も
あ
り
な
ど
、
事
業

者
に
よ
り
取
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す

が
、
一
応
の
補
償
は
あ
る
よ
う
で
す
。

桑
村　

配
達
員
が
自
分
の
責
任
で

飲
食
物
の
配
達
を
完
了
で
き
な
か
っ

■表５　「フードデリバリーサービス」一次判断基準表（従属性）

判断基準 検討結果

従　
属　
性

「
指
揮
監
督
下
の
労
働
」
で
あ
る
か

仕事の依頼、業務従事の
指示等に対する諾否の自
由の有無

仕事の依頼、業務従事の指示等に対する
諾否の自由は完全には認められていない。

業務遂行上の指揮監督の
有無

プラットフォーム事業から業務遂行上の指
揮監督を受けている。

拘束性の有無（勤務場所、
勤務時間が指定され、管
理されているか）

プラットフォーム事業者から勤務場所、勤
務時間が指定、管理されておらず、拘束を
受けているとはいえない。

代替性の有無

受注者本人に代わって他の人が労務を提供
することが認められておらず、受注者が自
分の判断によって補助者を使うことも認め
られていない。

　「報酬の労務対償性」があるか 報酬の性格が発注者等の指揮監督の下で
自ら行う労務の提供に対する対価である。

■表６　「フードデリバリーサービス」二次判断基準表（非独立性）

判断基準 検討結果

非　
独　
立　
性

事
業
者
性
の
有
無

仕事に必要な機械、器具
等を、発注者と受注者のど
ちらが用意しているか

仕事に必要な機械、器具等を、受注者が
用意しているが、事業者性があるとまでは
いえない程度である。

まだ引渡しを了しない完成
品が不可抗力のため滅失
した場合等においても、当
該個人が権利として既に提
供した役務の報酬の請求
ができるか

配送物の配達が完了していない場合におい
ても不可抗力の場合等には、既に提供した
役務の報酬の請求が認められる。

損失発生のリスク及び業務
の対外的責任をどちらが負
うか

損失発生のリスク及び対外的責任について
は、プラットフォーム事業者が負っている。

　専属性の程度 特定の発注者等への専属性が高いとは認
められない。



た
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

大
西　

そ
の
場
合
は
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
飲
食
店
や
注
文

者
に
対
し
て
一
定
の
額
の
損
害
賠
償

を
負
担
し
ま
す
。

桑
村　

配
送
業
務
に
お
け
る
損
失

や
対
外
的
責
任
は
、
主
と
し
て
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
負
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

岩
下　

最
後
に「
専
属
性
の
程
度
」

に
つ
い
て
で
す
。

大
西　

契
約
上
、
他
で
働
く
こ
と

を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
友
人
は

二
つ
の
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
を
掛
け
持
ち
し
て
い
ま
す
。

中
井　

特
定
の
発
注
者
等
へ
の
専

属
性
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

桑
村　

た
だ
し
、
フ
ー
ド
デ
リ
バ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
配
達
員
の
労
働
者
性

が
認
め
ら
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
ね
。

岩
下　

ど
の
よ
う
な
事
例
で
す
か
。

桑
村　

労
働
委
員
会
で
争
わ
れ
た

事
例
な
の
で
す
が
、
報
酬
の
労
務
対

価
性
や
広
い
意
味
で
の
指
揮
監
督
下

の
労
務
提
供
や
一
定
の
時
間
的
場
所

的
拘
束
等
、
総
合
的
な
判
断
で
労
働

組
合
法
上
の
労
働
者
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
。
労
働
法
の
事
案
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
労
働
者
性
が
認
め
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
よ
う
な

判
断
基
準
か
ら
見
て
、
配
達
員
の
労

務
提
供
の
態
様
に
よ
っ
て
は
、
所
得

税
法
上
も
給
与
所
得
に
該
当
す
る
場

合
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

岩
下　

な
る
ほ
ど
。
こ
こ
は
、「
特

定
の
発
注
者
へ
の
専
属
性
が
高
い
と

は
認
め
ら
れ
な
い
」
で
よ
い
で
す
か
。

桑
村　

そ
う
し
ま
し
ょ
う
。

岩
下　

今
ま
で
の
検
討
結
果
を
総

合
勘
案
し
て
判
断
す
る
と
、
大
西
さ

ん
の
ケ
ー
ス
は
、
給
与
所
得
と
な
り

そ
う
で
す
ね
。

大
西　

こ
れ
ま
で
雑
所
得
で
申
告

し
て
き
た
の
は
間
違
い
で
す
か
。

桑
村　

一
概
に
間
違
い
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
源
泉
徴
収
も
さ
れ
て
い
な

い
で
す
か
ら
ね
。
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ

ー
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
争
い
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
給
与
所
得
と
判

断
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ

も
そ
も
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
に
、
労
務
の
提
供
を
対
価

と
す
る
よ
う
な
所
得
に
つ
い
て
は
、

所
得
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
同
じ
よ
う

な
所
得
計
算
に
す
る
こ
と
も
必
要
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

報
酬
の
支
払
い
側
の
問
題
点
は

源
泉
徴
収
の
支
払
漏
れ
や
納
付
遅
れ

桑
村　

今
回
の
研
究
の
主
な
テ
ー
マ

で
は
な
い
の
で
す
が
、
報
酬
の
支
払
側

に
つ
い
て
の
問
題
点
は
あ
り
ま
す
か
。

岩
下　

源
泉
徴
収
の
支
払
漏
れ
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
報

酬
を
支
払
う
企
業
側
で
源
泉
徴
収
の

必
要
な
給
与
所
得
と
し
て
認
識
し
て

い
な
い
場
合
で
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
運
営
会
社
か
ら
は
、
源
泉
徴

収
後
の
報
酬
が
請
求
さ
れ
、
納
付
は

企
業
が
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

に
、
そ
の
認
識
が
な
い
た
め
、
納
付

が
漏
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

中
井　

そ
れ
は
心
配
で
す
ね
。
実

務
で
は
注
意
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

岩
下　

二
つ
目
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
運
営
会
社
か
ら
労
働
者
に
対

す
る
支
払
時
期
と
企
業
側
が
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
会
社
に
支
払
う
時

期
が
ず
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
源
泉
所

得
税
の
納
付
が
1
カ
月
遅
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

大
西　

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

岩
下　

日
雇
労
働
者
紹
介
サ
ー
ビ

ス
を
例
に
す
る
と
、
日
々
の
報
酬
や

源
泉
徴
収
税
額
の
計
算
は
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
で
行
わ
れ
、
立
替

払
い
し
た
1
カ
月
分
の
合
計
金
額
が

企
業
に
請
求
さ
れ
ま
す
。
中
井
さ
ん

の
ス
キ
マ
バ
イ
ト
の
よ
う
に
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
か
ら
労
働
者
に

即
日
に
支
払
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
企
業
側
に
は
1
カ
月
分
の
合
計

が
翌
月
に
請
求
さ
れ
ま
す
。
源
泉
徴

収
税
額
の
納
付
は
支
払
の
翌
月
10
日

ま
で
で
す
が
、
企
業
側
が
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
支
払
う
支
払
い

時
期
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者

が
労
働
者
に
支
払
う
時
期
の
ズ
レ
に

気
づ
か
ず
、
納
付
が
遅
れ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中
井　

そ
れ
は
避
け
る
の
が
難
し

い
で
す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
お

客
さ
ま
へ
の
注
意
喚
起
も
含
め
て
対

応
が
必
要
で
す
ね
。

桑
村　

ど
う
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な

問
題
が
起
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

岩
下　

で
き
れ
ば
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
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ォ
ー
ム
事
業
者
が
注
意
喚
起
し
て
く

れ
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
私

た
ち
税
理
士
も
専
門
家
と
し
て
、
注

意
深
く
実
態
を
確
認
し
て
適
正
な
納

税
が
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

桑
村　

現
状
は
そ
の
通
り
で
す
ね
。

そ
れ
以
外
の
問
題
は
あ
り
ま
す
か
。

岩
下　

例
え
ば
、
非
居
住
者
で
あ

る
か
ど
う
か
の
判
断
に
必
要
な
情
報

は
企
業
側
で
得
ら
れ
て
い
る
の
か
も

疑
問
で
す
。

中
井　

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
の

よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
や

り
と
り
だ
と
、
源
泉
徴
収
票
の
発
行

に
必
要
な
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
の
情
報
も
企
業

側
は
取
得
が
難
し
い
気
が
し
ま
す
。

大
西　

先
行
研
究
で
も
た
び
た
び

指
摘
さ
れ
て
い
る
申
告
漏
れ
の
問
題

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岩
下　

確
か
に
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
申
告
漏
れ
に
つ
い
て
は
、

今
後
立
法
上
の
措
置
が
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
税
理
士
も
国
会
に
対
し

て
必
要
な
法
改
正
を
促
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

事
実
認
定
と
、適
正
な
法
解
釈
で

「
租
税
正
義
の
実
現
」を
目
指
す

桑
村　

岩
下
さ
ん
、
当
初
の
研
究

の
目
的
に
対
し
て
、
こ
の
ゼ
ミ
を
通

し
て
分
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
く

だ
さ
い
。

岩
下　

当
初
、
近
年
の
新
し
い
働

き
方
に
対
し
て
、「
雑
所
得
に
分
類

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
現
状
は
果

た
し
て
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
の

疑
問
か
ら
こ
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
雑
所
得
と
さ
れ
て
い
る

も
の
に
も
給
与
所
得
と
な
る
事
例
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、「
従

属
性
」
を
一
次
判
断
基
準
と
し
、「
非

独
立
性
」
を
二
次
判
断
基
準
と
し
て
、

総
合
勘
案
し
て
判
断
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
働
き
方
に
現
行
法
を
適
用

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
ず

は
事
実
認
定
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

現
行
法
の
中
で
適
正
に
法
解
釈
を
し
、

適
用
し
て
い
く
こ
と
で「
租
税
正
義
」

を
希
求
す
る
こ
と
が
税
理
士
の
使
命

だ
と
考
え
ま
す
。

私
の
座
右
の
書
で
あ
る
『
職
業
会

計
人
の
使
命
と
責
任
』（
T
K
C
出
版
、

2
0
0
6
年
）
の
中
で
、
T
K
C
全
国

会
の
飯
塚
毅
初
代
会
長
は
「
租
税
正

義
」
に
つ
い
て
、「
租
税
正
義
を
貫
く

姿
勢
は
、
大
切
な
姿
勢
で
あ
る
。
そ

れ
は
職
業
会
計
人
の
貞
操
と
も
申
す

べ
き
姿
勢
で
あ
っ
て
、
こ
れ
な
く
し

て
は
職
業
会
計
人
の
価
値
は
ゼ
ロ
以

下
と
な
っ
て
し
ま
う
筋
合
い
の
も
の

で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
前
提
条
件
は
、

法
を
正
し
く
解
釈
す
る
と
い
う
態
度

の
堅
持
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

中
井　

税
理
士
法
第
1
条
に
は

「
税
理
士
の
使
命
」
と
し
て
、

「
税
理
士
は
、
税
務
に
関
す
る
専
門

家
と
し
て
、
独
立
し
た
公
正
な
立
場

に
お
い
て
、
申
告
納
税
制
度
の
理
念

に
そ
っ
て
、
納
税
義
務
者
の
信
頼
に

こ
た
え
、
租
税
に
関
す
る
法
令
に
規

定
さ
れ
た
納
税
義
務
の
適
正
な
実
現

を
図
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
」
と
あ

り
ま
す
。

飯
塚
毅
先
生
は
同
じ
書
籍
の
中
で
、

「
日
本
の
租
税
正
義
は
誰
が
守
る
の

か
。
筆
者
は
当
然
に
、
そ
れ
は
税
理

士
だ
、
と
答
え
た
い
」
と
力
強
い
言

葉
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

桑
村　

素
晴
ら
し
い
使
命
感
で
す

ね
。
で
は
最
後
に
、
T
K
C
全
国
会

第
2
代
会
長
の
松
沢
智
先
生
が
書
か

れ
た
『
租
税
法
の
基
本
原
理　

租
税

法
は
誰
の
た
め
に
あ
る
か
』（
中
央
経

済
社
、
1
9
8
3
年
）
の
中
で
「
租
税

正
義
」
に
つ
い
て
、
私
が
特
に
胸
を

打
た
れ
た
一
文
を
紹
介
し
、
ゼ
ミ
を

終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
人
間
が
『
国
家
』
を
創
る
こ
と
自

体
、
人
と
人
と
の
関
係
に
お
い
て
、

す
べ
て
の
人
の
幸
福
を
追
求
し
よ
う

と
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
自
己
だ
け

の
利
益
追
求
で
は
な
い
か
ら
、
そ
こ

に
、
租
税
法
に
お
け
る
正
義
と
は
、

『
国
家
』
の
存
続
の
た
め
の
費
用
と

し
て
、
す
べ
て
の
国
民
の
利
益
の
た

め
に
租
税
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
が
『
租
税
正
義
』
な
の

で
あ
る
」。

以
上
で
、
ゼ
ミ
を
終
了
し
ま
す
。

（
構
成
／
T
K
C
出
版　

石
原　

学
）

ま
と
め


